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山
形
県
米
沢
市
日
朝
寺
安
置
五
輪
塔
の
一
考
察

│
そ
の
由
来
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
│

玉
　
木
　
晃
　
仁

【
は
じ
め
に
】

　
吉
祥
山
日
朝
寺
は
、
米
沢
藩
初
代
藩
主

　
上
杉
景
勝
公
（
一
五
五
六
〜
一
六
二

三
）
寄
進
の
上
杉
家
ゆ
か
り
の
寺
院
で
あ＊
１る
。
日
朝
寺
境
内
に
佇
ん
で
い
る
五
輪
塔

に
つ
い
て
多
く
の
方＊
２々

に
聞
か
れ
た
。
そ
れ
が
五
輪
塔
へ
の
興
味
の
端
緒
で
あ
る
。

　
正
確
な
大
き
さ
は
不
明
で
あ
る
が
、
高
さ
約
四
メ
ー
ト
ル
超
く
ら
い
位
あ
る
。
五

輪
塔
は
全
国
の
仏
教
寺
院
に
点
在
し
、
日
蓮
宗
寺
院
に
も
新
旧
多
種
の
五
輪
塔
が
確

認
で
き
る
。
勿
論
こ
れ
か
ら
調
査
・
検
証
の
必
要
は
あ
る
が
、
大
き
さ
は
日
蓮
宗
最

大
級
の
五
輪
塔
で
あ
る
と
思
う
。
小
稿
は
、
日
朝
寺
安
置
の
五
輪
塔
の
由
来
と
意
義

に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
日
朝
寺
五
輪
塔
の
由
来
に
つ
い
て
】

　
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
一
月
八
日
付
け
の
『
米
沢
新
報
』
第
二
十
三
号
に
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日
朝
寺
本
堂
落
成
に
つ
い
て
報
道
さ
れ
て
い＊
３る
。
記
事
を
整
理
す
る
と
、
日
朝
寺
落
慶
式
が
近
々
挙
行
さ
れ
る
。
松
原
獄
門
場
の
場
所
に
、

鉄
道
敷
設
の
た
め
煉
瓦
工
場
を
建
設
す
る
。
敷
地
内
の
地
蔵
尊
と
五
輪
塔
を
日
朝
寺
へ
移
動
し
大
施
餓
鬼
会
を
施
行
さ
れ
る
予
定
。
上
杉

家
統
治
時
代
、
松
原
獄
門
場
で
一
千
五
百
人
余
が
処
刑
執
行
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。
特
筆
す
べ
き
は
五
輪
塔
で
、
高
さ
五
尺
余
り
の
大
石

を
刻
印
し
積
み
上
げ
て
い
る
。
以
上
要
略

　
こ
の
新
聞
報
道
以
外
、
移
動
に
至
っ
た
経
緯
は
不
明
で
あ
る
。
正
確
な
移
動
日
時
・
運
送
方
法
・
発
願
者
も
判
明
し
て
い
な
い
。
謎
の

多
い
五
輪
塔
な
の
で
あ
る
。
米
沢
市
は
、
長
尾
上
杉
氏
・
ま
た
そ
の
統
治
に
つ
い
て
の
古
文
書
資
料
保
持
に
力
を
入
れ
て
い
る
自
治
体
で

あ
る
が
、
処
刑
場
の
記
述
は
確
認
で
き
な
い
。
米
沢
新
報
の
記
者
が
江
戸
時
代
の
死
刑
執
行
さ
れ
た
数
が
一
千
五
百
人
余
り
と
し
た
根
拠

資
料
も
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
地
蔵
尊
は
、
現
在
日
朝
寺
に
は
安
置
さ
れ
て
い
な
い
。

　
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
に
勧
進
目
的
で
制
作
さ
れ
た
本
堂
建
築
八
千
圓
見
積
（
左
頁
図
）
の
挿
絵
に
は
地
蔵
尊
は
な
い
。
さ
ら

に
五
輪
塔
の
正
面
に
「
日
・
蓮
・
大
・
菩
・
薩
」
と
刻
ま
れ
、
残
り
三
方
は
刻
ま
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
実
物
は
四
方
に
刻
印
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
日
朝
寺
に
移
さ
れ
た
と
き
に
刻
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
移
動
と
と
も
に
新
た
に
法
華
経
・
日
蓮
宗
の
五
輪
塔
に
改
め
た
の
で

あ
る
。
刻
印
は

　
　
　
　
　
右
面

　
　
頭

　
　
喉

　
　
胸

　
　
胎

　
　
足

　
　
　
　
　
正
面

　
　
日

　
　
蓮

　
　
大

　
　
菩

　
　
薩

　
　
　
　
　
左
面

　
　
肝

　
　
法

　
　
心

　
　
腎

　
　
脾

　
　
　
　
　
後
面

　
　
妙

　
　
肺

　
　
蓮

　
　
華

　
　
経

と
あ
る
。
刻
印
す
る
と
き
、
根
拠
に
し
た
書
物
は
判
ら
な
い
。
日
蓮
系
教
団
で
は
、
五
輪
塔
の
意
義
を
今
日
偽
書
と
判
明
し
て
い
る
『
御

義
口＊
４伝
』
に
求
め
る
場
合
が
多
い
。
南
無
妙
法
蓮
華
経
・
第
三

　
唯
以
一
大
事
因
縁
事
（
方
便
品
）・
第
六

　
五
番
神
呪
を
＊
５表
に
し
検
討

し
て
み
る
。
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薩
　
　
　
　
　
達
摩
　
　
　
　
　
芬
陀
梨
伽
　
　
　
　
　
蘇
多
覧

　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
大
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
因
　
　
　
　
縁

　
　
　
　
法
華
経
　
　
　
　
華
厳
　
　
　
中
間
三
昧

　
　
　
　
　
妙
　
　
　
　
　
法
　
　
　
　
　
蓮
　
　
　
　
華
　
　
　
　
経

　
　
　
　
　
頭
　
　
　
　
　
喉
　
　
　
　
　
胸
　
　
　
　
胎
　
　
　
　
足

　
　
　
　
十
羅
刹
女
　
　
　
持
国
天
王
　
　
増
長
天
王
　
広
目
天
王
　
毘
沙
門
天
王

比
較
し
て
み
る
と
、
正
面
に
「
日
蓮
大
菩
薩
」
と
あ
る
こ
と
、「
肝
・
肺
・
心
・
腎
・
脾
」
の
五
臓
の
配
当
を
『
御
義
口
伝
』
に
は
確
認

で
き
な
い
。
修
法
師
の
口
伝
・
切
り
紙
相
承
を
参
考
に
し
て
文
字
を
選
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
典
拠
書
物
の
特
定
は
で
き
な
い
。

　
刻
字
に
も
疑
問
が
あ
る
。
後
面
「
妙
・
肺
・
蓮
・
華
・
経
」
左
面
「
肝
・
法
・
心
・
腎
・
脾
」
と
肺
と
法
が
入
れ
違
っ
て
い
る
。
単
純

に
間
違
え
た
の
か
。
可
能
性
は
、
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
米
沢
で
は
、
旧
家
の
多
く
に
建
物
・
造
形
物
・
墓
碑
等
を
完
璧
に
は
作
ら
な

い
場
合
が
あ
る
。
完
成
し
た
も
の
を
作
る
と
そ
れ
以
降
の
発
展
が
な
い
。
少
し
不
便
な
方
が
、
思
考
が
充
実
す
る
と
し
た
思
想
文
化
が
あ

る
。
関
連
事
例
と
し
て
上
杉
家
菩
提
寺

　
法
音
寺
に
安
置
さ
れ
て
い
る
二
代
藩
主
上
杉
定
勝
（
一
六
〇
四
〜
一
六
四
五
）
と
四
代
藩
主
上

杉
綱
憲
（
一
六
六
四
〜
一
七
〇
三
）
の
廟
所
前
の
灯
籠
が
上
弦
の
月
に
さ
れ
て
い
る
。
満
月
に
し
な
い
の
は
、
た
だ
欠
け
る
だ
け
で
、
そ

れ
を
避
け
る
意
図
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
。

　
二
十
六
世
玉
木
日
晃
（
一
八
四
九
〜
一
九
二
七
）
の
日
朝
寺
復
興
の
象
徴
と
も
い
え
る
五
輪
塔
で
あ
る
。
こ
う
し
た
意
図
も
あ
っ
た
の

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
妙
法
蓮
華
経
を
正
面
に
配
置
し
な
か
っ
た
の
は
、
玉
木
日
晃
は
祖
師
信
仰
に
よ
る
布
教
を
行
っ
て
い
た
と
伝
わ
っ

て
い
る
。
そ
れ
が
影
響
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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【
日
蓮
聖
人
遺
文
か
ら
五
輪
塔
の
意
義
を
探
る
】

　
小
稿
は
、
五
輪
塔
全
般
の
考
察
が
目
的
で
は
な
い
。
関
連
部
分
の
み
の
紹
介
に
留
め＊
６る
。

　
狭
川
真
一
氏
は
、
五
輪
塔
研
究
史
の
概
要
を
示
し
て
、
五
輪
塔
の
出
現
し
た
時
期
は
、
一
二
世
紀
前
半
か
ら
一
三
世
紀
後
半
頃
ま
で
で
、

時
代
区
分
で
は
概
ね
鎌
倉
時
代
中
頃
ま
で
が
該
当
す
る
と
し
て
い＊
７る
。

　
川
勝
政
太
郎
（
一
九
〇
五
〜
一
九
八
三
）
に
よ
る
と
、「
元
来
、
五
輪
塔
は
密
教
に
お
い
て
胎
蔵
界
大
日
如
来
の
三
昧
耶
形
と
さ
れ
、

五
輪
塔
そ
の
も
の
が
胎
蔵
大
日
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
塔
形
は
早
く
か
ら
宗
派
を
超
え
て
わ
が
国
人
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
、
実
際
遺
品
に
つ
い
て
見
る
と
、
い
ろ
い
ろ
の
場
合
が
造
設
さ
れ
て
い＊
８る
」
さ
ら
に
「
梵
字
の
代
わ
り
に
「
地
・
水
・
火
・

風
・
空
」
の
漢
字
を
各
論
に
あ
ら
わ
す
も
の
は
、
室
町
中
期
の
享
禄
三
年
（
一
五
三
〇
）
の
法
華
寺
墓
域
一
石
五
輪
塔
（
大
阪
府
堺
市
鉢

ヶ
峰
公
園
墓
地
）
な
ど
が
古
い
例
で
、
江
戸
時
代
に
は
多
く
の
例
を
見
る
よ
う
に
な＊
９る
」
の
だ
と
い
う
。
ま
た
日
蓮
宗
で
最
も
古
い
五
輪

塔
は
、
建
立
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
、
六
老
僧
の
日
頂
（
富
士
宮
市

　
正
林
寺
）・
桟
敷
女
房
（
鎌
倉
常
栄
寺
）
の

供
養
塔
が
五
輪
塔
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
含
め
宗
門
の
五
輪
塔
調
査
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

　
五
輪
塔
の
記
述
は
御
遺
文
に
確
認
で
き
な
い
が
、
実
見
し
た
可
能
性
は
高
い
。
狭
川
真
一
氏
の
前
掲
論
文
所
収
の
「
第
一
表

　
出
現
期

の
五
輪
塔
一
覧
表
」
に
は
、
平
安
期
か
ら
日
蓮
聖
人
の
活
躍
し
た
時
代
を
含
め
網
羅
し
て
い
る
。
表
に
よ
る
と
、
刻
ま
れ
た
文
字
は
無
字

以
外
は
全
て
梵
字
の
真
言
で
、
法
華
経
の
文
字
は
一
切
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
真
言
と
の
関
係
で
日
蓮
聖
人
が
京
都
で
書
写
し
た
覚
鑁
（
一
〇
九
五
〜
一
一
四
四
）『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
の
五
輪
観
の
思
想
と
五

輪
塔
に
関
係
が
あ
る
と
指
摘
し
た
研
究
論
文
が
多
数
あ
る
。
ま
た
聖
人
は
真
言
密
教
に
多
く
の
批
判
を
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
覚
鑁
に
は

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
含
め
後
の
課
題
と
さ
せ
て
頂
く
。

　
五
輪
観
と
は
、
五
輪
成
仏
の
略
。
五
輪
（
五
大
。
地
・
水
・
火
・
風
・
空
）
を
自
身
の
五
処
（
頂
・
面
・
胸
・
臍
・
膝
）
に
観
じ
て
、
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即
身
成
仏
を
期
す
真
言
の
観
10
＊法
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
『
開
目
抄
』
に

　
　 
仏
に
な
る
道
は
華
厳
唯
心
法
界
、
三
論
の
八
不
、
法
相
の
唯
識
、
真
言
の
五
輪
観
等
も
実
に
は
叶
べ
し
と
も
み
へ
ず
。
但
天
台
の
一

念
三
千
こ
そ
仏
に
な
る
べ
き
道
と
み
ゆ
れ
。（『
定
遺
』
六
〇
四
頁
）

聖
人
は
、
五
輪
観
の
修
行
を
否
定
さ
れ
て
い
る
。
日
蓮
宗
の
五
輪
塔
が
五
輪
観
に
基
づ
く
塔
と
定
義
さ
れ
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
宗
祖
の
意

思
に
反
し
て
い
る
存
在
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
日
蓮
聖
人
は
法
華
経
を
色
読
さ
れ
、
見
宝
塔
品
第
十
一
か
ら
嘱
累
品
第
二
十
二
ま
で
の
虚
空
会
を
図
顕
化
し
た
の
が
曼
荼
羅
で
あ
り
、

重
要
視
さ
れ
た
。
虚
空
会
で
は
、
宝
塔
が
出
現
し
て
い
る
。
宝
塔
に
つ
い
て
『
阿
仏
坊
御
書
』
に

　
　 

末
法
に
入
て
、
法
華
経
を
持
つ
男
女
の
す
が
た
よ
り
外
に
は
宝
塔
な
き
な
り
。
若
然
者
貴
賎
上
下
を
え
ら
ば
ず
、
南
無
妙
法
蓮
華
経

と
と
な
う
る
も
の
は
、
我
身
宝
塔
に
し
て
、
我
身
又
多
宝
如
来
也
。
妙
法
蓮
華
経
よ
り
外
に
宝
塔
な
き
な
り
。
法
華
経
の
題
目
宝
塔

な
り
。
宝
塔
又
南
無
妙
法
蓮
華
経
也
。
今
阿
仏
上
人
の
一
身
は
地
水
火
風
空
の
五
大
な
り
。
此
五
大
は
題
目
の
五
字
也
。
然
者
阿
仏

房
さ
な
が
ら
宝
塔
、
宝
塔
さ
な
が
ら
阿
仏
房
、
此
よ
り
外
の
才
覚
無
益
な
り
。（『
定
遺
』
一
一
四
四
頁
）

宝
塔
は
、
地
水
火
風
空
の
五
大
で
あ
り
題
目
で
あ
り
多
宝
如
来
で
あ
る
。
発
展
解
釈
す
れ
ば
、
虚
空
会
に
出
現
し
た
宝
塔
が
五
輪
塔
で
あ

り
、
日
蓮
宗
の
五
輪
塔
建
立
の
根
拠
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
明
確
に
地
水
火
風
空
の
五
大
が
記
さ
れ
て
い
る
遺
文
は
、『
阿
仏

坊
御
書
』
の
み
で
あ
11
＊る
。
た
だ
し
真
蹟
は
存
在
し
な
い
。
史
実
と
し
て
日
蓮
聖
人
の
思
想
を
探
る
規
則
が
あ
る
。
身
延
山
久
遠
寺
『
昭
和

定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
か
ら
真
蹟
遺
文
・
真
跡
断
片
が
あ
る
。
直
弟
子
の
写
本
が
あ
る
。
明
治
八
年
身
延
山
大
火
前
に
曽
て
身
延
山
に
あ

っ
た
遺
文
を
用
い
る
。
こ
の
規
則
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
御
遺
文
か
ら
宝
塔
の
根
拠
は
存
在
し
な
く
な
る
。
さ
ら
に
浅
井
要
12
＊麟

（
一
八
八

三
〜
一
九
四
二
）
が
僅
か
に
疑
問
を
呈
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
上
真
偽
に
つ
い
て
言
及
で
き
な
い
の
が
現
状
の
よ
う
で
あ
る
。

　
以
上
を
纏
め
る
と
、
日
蓮
宗
の
五
輪
塔
は
、
定
義
が
な
い
曖
昧
な
存
在
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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【
結
び
】

　
墓
石
カ
タ
ロ
グ
の
多
く
に
、
日
蓮
宗
の
五
輪
塔
な
る
も
の
が
あ
り
、
建
立
を
勧
め
て
い
る
。
曖
昧
な
位
置
の
五
輪
塔
の
対
応
を
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
。
日
蓮
宗
に
対
処
す
る
べ
き
指
標
も
な
い
。
付
随
し
て
最
古
ま
た
は
最
大
規
模
の
五
輪
塔
の
所
在
地
は
ど
こ
な
の
か
？
曖

昧
な
存
在
ゆ
え
に
調
査
さ
え
も
行
っ
て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
日
蓮
宗
寺
院
に
由
緒
あ
る
多
く
の
五
輪
塔
が
あ
る
。
発
願
し
た
先
師
・

檀
信
徒
の
願
い
の
調
査
に
意
義
を
感
じ
る
が
、
現
実
問
題
難
し
い
。

　
米
沢
日
朝
寺
の
五
輪
塔
が
宗
門
最
大
級
と
名
乗
る
と
、
反
応
が
あ
り
面
白
い
と
思
っ
た
の
だ
が
、
正
確
な
計
測
の
仕
方
・
定
義
を
御
存

知
な
方
は
教
え
て
頂
き
た
い
。
玉
木
日
晃
に
よ
り
改
め
ら
れ
た
日
蓮
宗
の
五
輪
塔
、
日
蓮
聖
人
遺
文
か
ら
意
義
の
確
認
を
試
み
た
の
だ
が
、

不
十
分
な
感
は
拭
え
な
い
。
し
か
し
五
輪
塔
の
意
義
を
考
え
る
良
い
機
会
で
あ
っ
た
と
思
う
。

＊
１

　
拙
稿
「
米
沢
吉
祥
山
日
朝
寺
の
歴
史
に
挑
む
」『
温
故
』
第
四
十
一
号

　
米
沢
温
故
会

　
を
参
照

＊
２

　
寺
院
群
都
市
首
長
会
議

　
寺
町
サ
ミ
ッ
ト
の
会
場
寺
院
に
な
る
。「
第
十
八
回

　
寺
町
サ
ミ
ッ
ト
イ
ン
米
沢

　
人
と
人
を
繋
ぐ
町
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
事
例
発
表
、
各
都
市
首
長
に
よ
る
議
論
。
平
成
二
四
年
一
〇
月
五
〜
六
日

　
飯
山
（
長
野
）、
金
沢
・
小
松
・
七
尾
（
石
川
）
高
岡

（
富
山
）
上
越
（
新
潟
）
岐
阜
、
米
沢
の
全
国
八
都
市
加
盟
二
四
〇
名
以
上
の
方
が
來
山
。
そ
の
他
多
く
の
団
体
が
、
日
朝
寺
に
来
山
さ
れ
た
。

発
表
レ
ジ
メ
で
は
詳
細
に
記
し
た
。
紙
面
の
都
合
で
割
愛

＊
３
　『
米
沢
新
報
』
明
治
二
十
八
年
一
月
八
日
　
第
二
十
三
号
（
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
）「
●
日
朝
寺
本
堂
の
落
成
　
今
町
の
同
寺
ハ
徃
古
上
杉

景
勝
公
の
御
代
公
に
従
伴
し
越
後
の
高
田
よ
り
曆
遷
せ
し
も
の
な
る
が
彼
の
享
保
年
中
立
山
三
明
院
よ
り
發
火
せ
る
祝
融
の
為
に
全
市
殆
ど
と
一

朝
よ
し
て
惨
恒
た
る
焦
土
と
化
し
古
史
を
繙
き
今
に
之
を
追
思
す
れ
ば
轉
た
酸
鼻
悲
哀
に
堪
へ
ざ
る
も
る
あ
り
其
際
同
寺
も
不
幸
に
し
て
類
焼
し

爾
后
今
日
迄
晋
請
の
運
び
に
至
ら
ざ
り
し
が
同
寺
の
住
職
玉
木
日
晃
氏
の
斡
旋
盡
力
に
依
り
漸
く
其
晋
請
の
成
功
を
見
る
に
至
れ
り
巍
然
た
る
高
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閣
天
に
聳
ひ
宏
濶
た
る
建
礎
地
に
漫
り
一
目
清
浄
爽
感
を
慈
き
起
す
斗
り
な
り
就
て
其
落
成
式
を
近
々
擧
行
せ
ら
る
と
由
な
る
が
彼
の
松
原
獄
門

場
を
這
般
鐵
道
數
設
の
為
め
煉
瓦
製
造
場
に
使
用
す
る
こ
と
と
な
り
し
を
以
て
右
に
安
置
せ
る
地
藏
尊
並
に
五
輪
塔
等
を
悉
く
移
置
し
大
施
餓
鬼

を
施
行
せ
ら
る
る
筈
の
由
な
る
が
聞
く
処
に
依
れ
バ
同
獄
門
場
に
於
て
處
刑
せ
ら
れ
し
も
の
は
一
千
五
百
有
余
の
多
き
な
り
と
定
め
し
此
大
施
餓

鬼
の
為
め
地
下
に
瞑
目
し
得
べ
け
ん
因
に
記
す
同
寺
本
堂
の
構
造
と
高
さ
五
丈
八
尺
余
奥
行
間
口
八
間
四
尺
四
方
の
大
且
つ
廣
く
し
て
殊
に
珍
し

き
は
五
輪
塔
な
り
其
高
さ
壹
丈
五
尺
余
の
大
石
を
以
て
刻
み
建
て
た
る
も
の
な
り
と
云
ふ
」（
全
文
掲
載
）

＊
４

　
執
行
海
秀
（
一
九
〇
七
〜
六
八
）
に
よ
っ
て
、
六
老
僧
の
日
興
（
一
二
四
六
〜
一
三
三
三
）
の
著
作
と
さ
れ
て
い
た
『
御
義
口
伝
』
は
偽
書

と
今
日
認
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
日
蓮
宗
で
は
重
要
な
位
置
で
あ
っ
た
。『
大
正
蔵
経

　
八
四
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
日
連
系
教
団

で
は
、
現
在
で
も
重
要
な
著
作
と
扱
わ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
詳
し
く
は
執
行
海
秀
『
御
義
口
伝
の
研
究
』。『
日
蓮
宗
事
典
』
御
義
口
伝
の
項

を
参
照

＊
５

　『
定
遺
』
二
六
〇
五
頁
・
二
六
一
五
頁
・
二
六
九
六
頁

＊
６

　
五
輪
塔
を
含
め
石
造
物
に
つ
い
て
、
平
重
衡
の
南
都
焼
討
に
よ
っ
て
消
失
し
た
東
大
寺
を
、
重
源
（
一
一
二
一
〜
一
二
〇
六
）
の
勧
進
に
よ

り
復
興
し
た
。
そ
の
際
、
宋
か
ら
石
工
を
招
い
た
。
そ
の
展
開
は
、
山
川
均
『
石
造
物
が
語
る
中
世
職
能
集
団
』
に
詳
し
い
。
ま
た
五
輪
塔
の
発

展
展
開
に
、
日
蓮
聖
人
と
同
時
代
で
関
係
の
あ
る
良
寛
房
忍
性
（
一
二
一
七
〜
一
三
〇
三
）
が
普
及
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
に
つ
い
て

も
記
さ
れ
て
い
る
。

＊
７

　
狭
川
真
一
「
五
輪
塔
の
成
立
と
そ
の
背
景
」『
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
研
究
報
告
二
〇
〇
一
』
の
、
二
、
五
輪
塔
の
研
究
史
の
概
要
で
研
究

者
の
説
を
紹
介
し
、
さ
ら
に
全
国
の
出
現
期
の
五
輪
塔
の
一
覧
表
も
作
成
さ
れ
て
い
る
。

＊
８

　
川
勝
政
太
郎
『
新
版

　
石
造
美
術
』
一
二
二
頁

＊
９
　
同
右
　
一
二
五
頁

＊
10

　『
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典

　
教
学
編
』
三
三
七
頁

＊
11

　
日
蓮
聖
人
は
、
五
大
（
地
・
水
・
火
・
風
・
空
）
を
認
識
し
て
い
た
。
書
写
し
た
『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
配
当
に
つ

い
て
『
戒
之
事
』（『
定
遺
』
二
二
二
二
頁
、
真
蹟
三
島
本
覚
寺
）
が
あ
る
が
、
水
と
火
の
み
で
あ
る
。『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
三
巻
に
続
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編
と
し
て
所
収
の
遺
文
は
偽
書
の
可
能
性
が
高
い
。
続
編
の
『
戒
法
門
』（『
定
遺
』
一
九
三
四
頁
）
に
配
当
が
記
さ
れ
て
い
る
。
真
蹟
で
は
な
い

が
『
生
死
一
大
事
血
脈
鈔
』（『
定
遺
』
五
二
四
頁
）
に
文
脈
か
ら
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
「
空
」
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

＊
12

　
浅
井
要
麟
は
、『
阿
佛
房
御
書
』
に
つ
い
て
、「
文
永
九
年
三
月
塚
原
に
在
つ
て
阿
佛
房
に
送
ら
れ
た
消
息
と
云
ひ
、
ま
た
建
治
二
年
身
延
か

ら
と
も
い
は
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
他
に
も
不
審
の
點
が
甚
だ
多
い
。（
後
略
）」
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
改
題
『
昭
和
新
修

　
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集

　

別
巻
』
二
〇
九
頁

　
本
堂
建
築
八
千
圓
見
積
を
日
朝
寺
檀
徒
加
藤
利
夫
様
に
寄
贈
し
て
頂
き
ま
し
た
こ
と
。
米
沢
市
郷
土
史
を
同
檀
徒
佐
藤
由
美
子
様
の
示

唆
・
教
示
を
得
ま
し
た
こ
と
。
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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